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在宅医療を支える病診連携の事例

運営形態タイプ

名称

運営主体

対象地域

病院 1 訪問看護ＳＴ 2 行政 3

診療所 23 居宅介護支援 0 教育機関 0

薬局 21 訪問介護 0

福祉施設 2

特長

体制

東金病院では、糖尿病をはじめとする慢性疾患の治療において、日常的なケアを実施する診療所と東
金病院間の連携を“循環型地域医療連携システム”として実践。患者は、月１回「かかりつけ診療所」へ
通院し、“地域連携パス”により、東金病院から引き続いた治療を継続。１年後、東金病院を受診し、精
査を行う。病院と「かかりつけ診療所」を年１回を目安に循環することにより、地域ぐるみの糖尿病診療
の大幅な向上を目指している。

わかしお医療ネットワーク

病院運営主体型（地域の医療機関）

参加事業者

社会福祉分野 その他

千葉県山武地域

千葉県立東金病院

医療分野

病診連携では患者基本情報、紹介・逆紹介状、診察所見、検体検査データ、画像データなどを

電子カルテ上で共有している。保険調剤薬局との連携では、服薬指導を中心とした機能を提供

するが、患者と担当医師の同意の下に所見や検査データの閲覧も許可している。また、在宅患

者が自分で血糖値を測定して、そのデータを電子カルテに登録するとともに、医師のコメントやイ

ンシュリン指示量などを受けられる仕組みを作っている。 
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運営形態タイプ

名称

運営主体

対象地域

特長

体制

運営形態タイプ

名称

運営主体

対象地域

病院 29 訪問看護ＳＴ 8 行政 2

診療所 32 居宅介護支援 2 教育機関 2

薬局 4 訪問介護 0

リハビリテーション 1 福祉施設 8

特長

体制

MedIkaにより安全、簡便、経済的、効率的に保健医療福祉情報を伝達・共有し施設間の緊密な連携の
もとに利用者に最善、的確な保健医療福祉サービスを提供できる。

尾道市医師会が1990年代初期から音頭を取り、連携を深めてきた。主治医が中心となり、「患者本位」
を大原則とし、急性期から回復期、生活期への転院時や、在宅退院時など、長期継続ケアの各段階で
計画的に「ケアカンファレンス」を行い、「多職種協働」で医療と介護を効率的、包括的に提供できる体制
を構築している。

参加事業者

協議会運営主体型（病院主導の後、ＮＰＯ法人が運営）

道南MedIka

ＮＰＯ法人 道南地域医療連携協議会

北海道道南地域

医療分野 社会福祉分野 その他

医師会運営主体型

尾道市医師会・長期支援ケアマネジメントプログラム

尾道市医師会

広島県尾道市

ケアカンファレンスには患者と家族、医師、看護師、薬剤師、ケアマネジャー、ヘルパー、医療器

械販売業者、時には民生委員など、あらゆる職種のメンバーが参加する。 

道南MedIkaはID-LINKを利用した地域医療連携ネットワークシステムとその利用者のグループの

総称。ID-LINKは、電子カルテをはじめとする医療情報システムの内容を、インターネット上のVPN

技術により相互に閲覧可能とするシステムである。  
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